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 9/15
交付場所　 税務課市民税係（彦根駅西口仮庁舎 3 階※初

日 12：00 までは 4 階特設会場）、稲枝支所（田原町）

対象車種　原動機付自転車（以下、「原付」）50cc 以下【白
色】 、同 51 〜 90cc【薄黄色】、同 91 〜 125cc【薄
桃色】、ミニカー【薄青色】

対象　市内に主たる定置場がある原付を新規登録する
人、従来のナンバープレート（以下、「ナンバー」）か
ら交換を希望する人

費用　交換手数料は無料
必要なもの
①新規登録の場合
　販売証明書または譲渡証明書 ･ 廃車証明書
②従来のナンバーから交換の場合
　使用中のナンバー、標識交付証明書（標識交付証明書

がない場合、申請時にお申し出ください）

①②共通　印鑑（車両の所有者 ･ 使用者 ･ 届出者）、本人確

認ができるもの（運
転免許証など）

注意事項
▶従来のナンバーか

らご当地ナンバー
への交換は 1 回の
みです。

▶交換の場合、番号が変わります（番号変更に伴い、自
賠責保険の変更手続きが必要な場合があります。詳しくは加
入保険会社へご確認ください）。

▶ナンバーの番号は交付順のため、指定できません。
▶従来の原付用ナンバーより幅が30mm広くなります。
▶新規登録は、従来の形式のナンバーも選択できます。
▶ナンバーの譲渡、貸付、不正使用は条例で禁止され

ています。
▶書類などに不備があった場合、受付できません。

初日は抽選・整理券により交付します
▶抽選　事前申請をして当日 8：30 までに特設会場（彦根駅西口

仮庁舎 4 階）に来られた人で抽選し、「1 番」のナンバーから交
付します。

▶整理券（当日受付）　抽選終了後、整理券の順に交付します（抽選で
の決定分より後の番号となります。長時間お待ちいただく場合があります）。

※抽選・整理券での交付は特設会場のみです。稲枝支所では一定
の番号以降で交付するため、「1 番」からの交付はありません。

注意事項
▶全対象車種の中で、最初に各デザインで「1番」を交付された人（2

人）は、市長・ひこにゃんと写真を撮影し、報道機関へ提供します。
▶ 8：00 までは特設会場に入れません。庁舎前に並ぶことなど

は近隣住民の迷惑となりますので、ご遠慮ください。

事前申請を受け付けます
期間　9 月 18 日㈫〜同 28 日㈮
場所　 税務課市民税係　※稲枝支所・

郵送での事前申請は受付しません。
必要なもの
　申請書と上記の「必要なもの」
※事前申請では使用中のナンバーは不要

です。交付当日にお持ちください。
※申請書は 税務課窓口のほか、彦根市ホー

ムページからダウンロードできます。
注意事項
▶事前申請は、所有者 1 人につき 1 台の

みです。
▶ナンバーの交付順は、事前申請後、交
付当日に特設会場で行う抽選で決定し
ます（申請順ではありません）。

10 月 1 日㈪ 8：30 〜

ご当地ナンバーの交付 を始めます

事業所（彦根郵便局、JA東びわこ）への交付式
日時　10月1日㈪11：30〜　場所　二の丸駐車場（金亀町）
※悪天候など、ひこにゃんが登場できない場合があります。

ひこにゃんも
　登場！

▲ひこにゃんナンバー

▲オリジナルナンバー

問い合わせ先　 税務課市民税係☎ 30-6140、FAX22-1398



事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

働
き
方
が
変
わ
り
ま
す

　

働
き
方
改
革
関
連
法
案
の
成
立

に
伴
い
、
働
き
方
を
見
直
す
た
め

に
新
た
な
制
度
が
平
成
31
年
４
月

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

▼
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
導
入

▼
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

▼
同
一
企
業
内
で
正
規
・
非
正
規

雇
用
の
不
合
理
な
待
遇
差
禁
止

　

い
ず
れ
も
順
次
施
行
さ
れ
ま
す

（
中
小
企
業
は
適
用
猶
予
期
間
あ
り
）。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
労
働
局
労

働
基
準
部
監
督
課
☎
０
７
７-

５
２
２-

６
６
４
９
番
、
同
雇

用
環
境
・
均
等
室
☎
０
７
７-

５
２
３-

１
１
９
０
番

国
道
８
号
の
道
路
計
画
の

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

国
道
８
号
彦
根
～
東
近
江
の
道

路
計
画
の
検
討
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
地
域
住
民
や
事
業
所
、
道
路

の
利
用
者
に
滋
賀
国
道
事
務
所
が

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
作
為
抽
出
に

よ
る
郵
送
配
布
の
ほ
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（「
滋
賀
国
道
事
務
所
」

で
検
索
）
に
よ
る
回
答
や
、
道
の

駅
な
ど
で
も
用
紙
を
入
手
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
計
画
に
す
る
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎

０
１
２
０-
１
３
８-

０
５
０
番

事
者
に
は
限
り
が
あ
り
、
医
療
機

関
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
役
割
が

あ
り
ま
す
。

市
立
病
院
は
急
性
期（
病
気
が
発

症
し
急
激
に
不
健
康
と
な
っ
た
状
態
）

の
病
院
と
し
て
、
急
性
疾
患
や
重

症
患
者
の
治
療
を
24
時
間
体
制
で

行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
診
療
所

は
か
か
り
つ
け
医
・
歯
科
医
と
し

て
、
日
頃
か
ら
患
者
さ
ん
の
健
康

状
態
を
把
握
し
、
診
療
行
為
の
ほ

か
に
健
康
管
理
上
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
さ
れ
ま
す
。

限
り
あ
る
医
療
資
源
を
効
率
的

に
活
用
す
る
た
め
、
軽
症
な
ど
の

場
合
、
ま
ず
は
診
療
所
な
ど
の
か

か
り
つ
け
医
・
歯
科
医
に
か
か
り

ま
し
ょ
う
。

受
診
の
結
果
、
高
度
・
専
門
医

療
が
必
要
な
際
は
、
か
か
り
つ
け

医
・
歯
科
医
の
紹
介
状
を
持
っ
て
、

市
立
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
そ
の
場
合
、選
定
療
養
費
は
か
か
り
ま

せ
ん
）。

10
月
１
日
㈪
か
ら
選
定
療
養
費
を

改
定
し
ま
す
（
金
額
は
税
込
）

▼
「
初
診
時
」
選
定
療
養
費

　
【
医
科
】　

５
、４
０
０
円

　
【
歯
科
】　

３
、２
４
０
円

▼
「
再
診
時
」
選
定
療
養
費

　
【
医
科
】　

２
、７
０
０
円

　
【
歯
科
】　

１
、６
２
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
医

事
課
・
初
診
案
内
窓
口
☎
22-

６
０
５
０
番

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

休
日
開
庁
日

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付

す
る
た
め
、
休
日
開
庁
を
行
い
ま

す
。

日
時　

９
月
30
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時（
受
付
時
間 

午

前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ

け
歯
科
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

地
域
の
医
療
機
関
や
そ
こ
で
働

く
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
医
療
従

平
成

 30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

10
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
上
旬
か
ら
、
統
計
調
査
員

が
確
認
の
た
め
、
調
査
対
象
の
地

域
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
９
月
中

旬
か
ら
は
、
調
査
対
象
の
世
帯
へ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
用
の
調
査

書
類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を

推
進
し
て
い
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答

は
、
次
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

①
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
手
軽
に
回
答
で
き
る

②
紙
の
調
査
票
よ
り
簡
単
に
回
答

で
き
る

③
回
答
期
間
内
で
あ
れ
ば
空
い
た

時
間
に
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

回
答
で
き
る

④
回
答
内
容
が
調
査
員
に
見
ら
れ

る
こ
と
な
く
提
出
で
き
る

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
期

間
は
、
９
月
15
日
㈯
～
10
月
８
日

（
月
・
祝
）
で
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
重

に
保
護
さ
れ
ま
す
。
統
計
調
査
員

を
は
じ
め
、
調
査
関
係
者
が
調
査

で
知
り
得
た
内
容
を
他
に
漏
ら
し

た
り
、
統
計
を
作
成
・
分
析
す
る

目
的
以
外
に
調
査
票
を
使
用
し
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

彦
根
市
民
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
外
国
語
版
）
の
配
布

　

３
月
に
全
面
改
訂
し
た
彦
根
市

民
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
外
国
語
版

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

言
語
は
、
４
言
語
（
英
語
・
中

国
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
韓
国
語
）
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
場
所
で
配
布
し
て
い
る
の

で
、
市
内
在
住
で
外
国
語
版
が
必

要
な
人
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所　

危
機
管
理
室
（
中

央
町
仮
庁
舎
４
階
）、

市
民
課

（
彦
根
駅
西
口
仮
庁
舎
３
階
）、

人
権
政
策
課
（
同
４
階
）、支
所
、

各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

１
７
７
７
番

ご
長
寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

今
年
の
敬
老
の
日
は
、
９
月
17

日
（
月
・
祝
）
で
す
。
長
年
に
わ
た

り
社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た

高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
敬
愛
し
、
長

寿
を
祝
う
日
で
す
。

　

こ
の
日
に
ち
な
み
、
市
の
男
女

最
高
齢
者
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先  

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

男
性
最
高
齢
者

尾本　捨
すて

三
ぞう

　さん
大正２年９月８日生（105 歳）

女
性
最
高
齢
者

北川　みな　さん
明治38年11月３日生（112歳）

巡
回
市
長
室

日
時　

10
月
12
日
㈮　

午
前

10
時
～
正
午

場
所
・
申
込
場
所　

鳥
居
本

地
区
公
民
館
（
鳥
居
本
町
）

定
員　

５
人（
団
体
）（
先
着
順
）

申
込
期
間　

９
月
19
日
㈬
～

10
月
11
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ

く
り
推
進
室
☎
30-

６
１

１
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　市立病院は急性期病院のため、急性期の治療が
終了し病状が安定すると、早期に退院して自宅な
どへ戻るか、リハビリテーション（以下、「リハビリ」）

などを目的に転院することになります。
　しかし、在宅復帰までの経過観察やリハビリ、
自宅などでの療養の準備期間が必要な患者さんを
対象に、10 月 1 日㈪から地域包括ケア病棟（41
床）を開設します。医師や看護師、リハビリ職員
などが協力して、自宅などへの復帰に向けた医療
や支援を行います。
　高齢化が進行する中、できる限り住み慣れた地
域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けら
れることが求められ、地域の包括的な支援・サー

ビスの提供体制（地域包括ケアシステム）づくりが進
められています。その役割の一つを医療面で担う
のが、地域包括ケア病棟です。

対象　自宅や介護施設などに復帰予定で、
　▶症状は改善したが、経過観察が必要な人
　▶もう少しリハビリが必要な人
　▶自宅などでの療養準備が必要な人
入院費用　患者さんにより異なるため、詳しくは

市立病院医事課入院会計担当にお問い合わせく
ださい。

問い合わせ先
　市立病院地域連携センター☎ 22-6050

10 月 1 日㈪から 市立病院に 地域包括ケア病棟 を開設します

秋の全国交通安全運動
９月21日㈮～同30日㈰

９月30日㈰は「交通事故死ゼロを目指す日」です

▶みんなで防ごう、飲酒運転
　昨年、市内で発生した飲酒運転による交通事故
は 12 件でした。飲酒運転は、重大な交通事故に
つながります。車を運転する人は「飲酒したら乗
らない・乗るなら飲酒しない」、周囲の人も「運
転する人にお酒を勧めない」など、飲酒運転を起
こさない環境づくりに努め、事故を防ぎましょう。
▶前照灯と反射材を活用しましょう

日が短くなるこれからの季節は、特に夕方から
夜間の交通事故に注意が必要です。

暗くなる時間が早くなるため、車を運転する人
は早めに前照灯を点灯するよう心がけましょう。
対向車など他の車両の交通の妨げになるとき以
外は、自動車の前照灯は上向き（ハイビーム）を基
本に、歩行者や自転車の早期発見に努め、事故を
防ぎましょう。

歩行者や自転車に乗る人は、自分の存在を自動
車に早く見つけてもらうことが大切です。反射材
は、キーホルダーやタスキなどいろいろな形のも
のがあり、気軽に身に付けることができるので、
夜間の着用を習慣にしましょう。
問い合わせ先
　 交通対策課☎ 30-6134、FAX24-5211
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！

■ 彦根市の下水道整備
　下水道は、私たちの暮らしを健康で快適なものにし、河川や
琵琶湖の水質を守るためにも欠かせない施設です。
　市の公共下水道は、昭和 56 年度から事業に着手し、人口が多
い市街地や下流域から順次整備を進めてきました。平成 29 年
度末現在の人口普及率は 82.5％で、全国平均 78.3％（同 28 年
度末現在）を若干超えている一方、滋賀県平均 89.3％（同 28 年
度末現在）と比べると、まだまだ低い状況です。
　これは、琵琶湖東北部浄化センターの供用開始（平成 3 年）が湖
南中部や湖西の浄化センターに比べて遅かったことと併せ、昨
今の厳しい財政状況から、事業費の縮減を余儀なくされている
ためです。
　現在、未整備になっている地域の皆さんにはご迷惑をおかけ
していますが、今後の財政事情を見据えつつ、市全体のバラン
スにも配慮しながら整備を進めていきますので、ご理解をお願
いします。 

■ 排水設備工事は彦根市指定下水道工事店で
　市の指定下水道工事店ではないのに、皆さんの家庭に下水道
を使うための排水設備工事の営業に行く業者がいます。
　市に無届けで工事を行い、後でトラブルになるケースがあり
ます。市が排水設備の清掃や修理などを業者に委託することは
ありませんので、ご注意ください。
　業者が市の指定下水道工事店かどうか分からない場合は、
上下水道業務課にご確認いただくか、彦根市ホームページをご
覧ください。

■ 地下水を使用している人へ
　公共下水道をすでに使用していて、地下水を下水道に流して
いる家庭で、使用人数に変更がある場合、 上下水道業務課に届
け出が必要です。※ 市民課、支所、各出張所での住所異動など
の届け出とは連動していません。異動があった際は、お手数で
すが、その都度、 上下水道業務課にもご連絡ください。

問い合わせ先　 上下水道業務課☎22-5458、FAX22-5433

平成 30 年度　下水道推進標語

未来へと　ぼくらがつなぐ　下水道

に が
流れ込まないようにしましょう
　市の公共下水道は、汚水と雨水を別々
に処理する分流方式で、下水道管は汚水
の専用管です。公共下水道の汚水管へ流
せるものは、トイレ・台所・風呂などの
汚水のみで、雨どいなどからの雨水は流
すことができません。
　雨水を流すと、次のような問題が発生
することがあります。
▶台風などの大雨の際、道路上のマン

ホールや宅地内のますから汚水があふ
れたり、家庭から汚水が流れなくなる
ことがあります。

▶多くの雨水が下水処理場に流れ込むた
め、汚水が処理しきれず、琵琶湖の水
質を悪化させてしまうことがあります。

▶下水処理場で処理に要する費用が増え
るため、下水道使用料の負担増につな
がることがあります。

　各家庭の汚水管に雨どいなどが間違っ
てつながっている場合や、汚水管などが
老朽化して雨水が流れ込んでいる場合が
あります。公共下水道の汚水管へ雨水が
流れ込まないように、家庭での維持管理
を適切に行うことを心がけましょう。

　下水道の公共汚水ますと、利用者が設置、
利用している宅内ますに木の根が侵入し
て、下水が流れないことがあります。

利用者には宅内ますの定期的な清掃を
お願いしていますが、併せて公共汚水ま
すに異常がないか確認をお願いします。

異常があった場合は 下水道建設課に
ご連絡ください。※宅内ますの清掃は利
用者負担になります。
問い合わせ先　 下水道建設課
　☎ 22-5458、FAX22-5433

下水道の汚水ますに
木の根が侵入していませんか

  数字で見る 彦根市の
　下水道の整備状況（前年度比）
▶供用面積は約53ha増加しました
▶供用区域内人口は約800人増えて
　約92,800人になりました

下水道普及率

供 用 面 積

供用区域内人口

供用区域内世帯

水 洗 化 人 口

水 洗 化 世 帯

人口水洗化率

平成29年度末 ※（）内は前年度

82.5

2,228.2

92,806

39,158

83,267

35,131

89.7

（81.7

（2,175.4

（92,010

（38,354

（82,530

（34,216

（89.7

％

ha

人

世帯

人

世帯

％

％）

ha）

人）

世帯）

人）

世帯）

％）

南彦根教室南彦根駅西口から徒歩15分

〒522-0041彦根市平田町９２４
ヴィラロンシャン１０１
minamihikone@at-school.jp

生 徒 募 集 中！
☎ 0749-30-9905

頭脳トレーニング教室『パズル道場』9月開校！

進路相談 /個別指導 /発達支援 /障害児支援
見学・相談随時受付中！

担
を
負
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

示
談
の
前
に
、
早
め
に
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
次
の
場
合
、
健
康
保
険
で
の
治

療
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

（
労
災
保
険
の
対
象
で
す
）

▼
不
法
行
為
（
飲
酒
運
転
な
ど
）
に

よ
る
事
故

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番
、

後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
☎
０
７
７

-

５
２
２-

３
０
１
３
番

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

　

相
続
・
贈
与
な
ど
の
登
記
、
土

地
の
境
界
、
会
社
法
人
の
設
立
・

変
更
、
人
権
に
関
す
る
こ
と
な
ど

の
相
談
に
、
法
務
局
職
員
、
公
証

人
、
司
法
書
士
な
ど
が
応
じ
ま
す

（
予
約
優
先
）。

日
時　

10
月
７
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
４
時　

場
所　

県
庁
大
津
び
わ
湖
合
同
庁

舎
（
大
津
市
京
町
三
丁
目
）
１
階

共
用
会
議
室　

費
用　

無
料

申
込
期
限　

10
月
５
日
㈮　

午
後

５
時

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

大
津
地

方
法
務
局
総
務
課
☎
０
７
７-

５
２
２-

４
７
７
２
番

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

交
通
事
故
な
ど
で
保
険
診

療
を
受
け
る
場
合
、 30
日
以

内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害

者
）
の
行
為
に
よ
り
受
け
た
ケ
ガ

や
病
気
な
ど
の
医
療
費
は
、
本
来
、

加
害
者
（
相
手
方
）
が
負
担
す
る

の
が
原
則
で
す
が
、
被
害
者
側
に

も
一
部
過
失
の
あ
る
場
合
な
ど
は
、

届
出
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
、
ご
加

入
の
健
康
保
険
で
保
険
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
健
康
保
険
が
一
時

的
に
治
療
費
を
立
て
替
え
、
後
日
、

加
害
者
に
請
求
し
ま
す
の
で
、
警

察
だ
け
で
な
く
、

保
険
年
金
課

へ
速
や
か
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険

の
加
入
者
は
、
ご
加
入
中
の
健
康

保
険
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、

第
三
者
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の

　

①
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

　

②
事
故
発
生
状
況
報
告
書

　

③
念
書

　

④
事
故
証
明
書
（
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
も
の
）
※
交

通
事
故
の
場
合
（
コ
ピ
ー
も
可
）

　

⑤
被
保
険
者
証

　

⑥
印
鑑

※
①
～
③
の
用
紙
は

保
険
年
金

課
に
あ
り
ま
す
。
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
も

第
三
者
行
為
と
な
り
ま
す

▼
自
動
車
事
故
以
外
の
自
転
車
の

事
故
（
滋
賀
県
で
は
、
平
成
28
年
10

月
か
ら
、
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
へ

の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
）

▼
暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ

▼
他
人
の
飼
い
犬
に
か
ま
れ
た

▼
他
人
か
ら
提
供
さ
れ
た
食
事
で

食
中
毒
に
な
っ
た　

な
ど

注
意
点

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り

す
る
と
、
保
険
診
療
に
よ
る
治
療

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

加
害
者
か
ら
の
返
還
分
を
、
当

事
者
の
間
で
請
求
し
な
い
旨
の
示

談
を
行
う
と
、
健
康
保
険
が
加
害

者
に
直
接
請
求
で
き
な
く
な
り
、

被
害
者
自
身
が
思
い
が
け
な
い
負

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

意見の件数　　　　　　　　3 件
案の修正を行うもの　　　　１件
案の修正を行わないもの　　１件
すでに案に記載済みのもの　１件
問い合わせ先　 交通対策課
　☎ 30-6134、FAX24-5211

湖東圏域地域公共交通網
形成計画の修正（素案）

意見の件数　　　　　　　　　123 件
案の修正を行うもの　　　　　　15 件
案の修正を行わないもの　　　　54 件
すでに案に記載済みのもの　　　　4 件
その他　　　　　　　　　　　　50 件
問い合わせ先　彦根愛知犬上広域行政組合

建設推進室☎ 35-0015、FAX35-4711

彦根愛知犬上地域新ごみ処理施設
整備基本計画（素案）
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作
品
集
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。
作
品
集

な
ど
に
掲
載
す
る
際
、
漢
字
を
標
準
字

体
に
改
め
る
な
ど
、
作
品
の
一
部
を
修

正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
優
秀
作
品

は
、
報
道
機
関
に
作
品
の
情
報
を
提
供

し
ま
す
（
作
品
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
人
は
、

「
掲
載
不
可
」と
お
書
き
く
だ
さ
い
）。　
〈
応

募
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会

文
化
振
興
室
（
〒
５
２
２-

０
０
５
５　

野

瀬
町
１
８
７-

４
）
☎
23-

７
８
１
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番　

※
作
品
に

①
住
所
②
氏
名
③
ふ
り
が
な
④
電
話
番

号
⑤
学
校
名
・
学
年
⑥
部
門
を
書
い
て
、

郵
送
か
直
接
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

各
学
校
で
も
応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。

表
彰
し
ま
す

事
業
所
の
優
良
従
業
員

〈
内
容
〉市
内
の
事
業
所
な
ど
に
勤
務
す

る
従
業
員
で
、
市
の
産
業
の
発
展
に
尽

力
し
、
功
績
が
特
に
顕
著
な
人
を
表
彰

し
ま
す
。　
〈
対
象
・
表
彰
基
準
〉
▼
勤

続
年
数
15
年
以
上
▼
企
業
の
振
興
に
寄

与
す
る
な
ど
表
彰
に
値
す
る
人　

※
詳

し
く
は
各
申
込
先
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
〈
推
薦
期
限
〉

９
月
27
日
㈭
（
必
着
）　
〈
表
彰
式
〉
11
月

16
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

地
域
経
済
振
興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番
、
彦
根
商
工

会
議
所
☎
22-

４
５
５
１
番
、
稲
枝
商

工
会
☎
43-

２
２
０
１
番

国
宝
・
彦
根
城
カ
ロ
ム

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
８
参
加
者

〈
日
時
〉11
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
（
受
付 

午
前
９
時
～
）　
〈
場

所
〉
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
ウ
ィ

ズ
」（
平
田
町
）　
〈
定
員
〉
ダ
ブ
ル
ス
32

組
、
シ
ン
グ
ル
32
人
（
先
着
順
。
参
加
は

ど
ち
ら
か
一
方
の
み
）　
〈
費
用
〉
一
般
千

円
、
小
学
生
以
下
６
０
０
円
（
い
ず
れ
も

１
人
あ
た
り
）　
〈
申
込
期
間
〉
９
月
15
日

㈯
～
10
月
20
日
㈯
（
必
着
）　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
日
本
カ
ロ
ム
道
場
実
行

委
員
会
☎
24-

０
０
８
０
番
、

kyo-
carom

@
basil.ocn.ne.jp　

※
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
内
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「
ひ
こ
ね
子
ど
も
文
芸
」
作
品

〈
募
集
部
門
〉
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
詩

（
用
紙
は
自
由
。
詩
は
１
点
に
つ
き
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
。各
部
門
と
も
題
は

自
由
）　
〈
応
募
点
数
〉
各
部
門
１
人
２

点
以
内　
〈
対
象
〉
市
内
在
住
・
在
学

の
小
・
中
学
生　
〈
応
募
期
間
〉
９
月

29
日
㈯
～
10
月
27
日
㈯　
〈
表
彰
〉 

各

部
門
で
特
選
・
準
特
選
・
佳
作
を
表
彰　

〈
注
意
事
項
〉応
募
作
品
は
未
発
表
の
も

の
で
、
盗
作
や
類
似
作
品
と
判
明
し
た

場
合
、
賞
を
取
り
消
し
ま
す
。
応
募
作

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の
著

作
権
な
ど
は
応
募
者
に
帰
属
し
ま
す
が
、

申込・問い合わせ先　 男女共同参画センター
「ウィズ」（平田町 670）☎・FAX24-3529、

with.hikone@oboe.ocn.ne.jp
※電話、FAX、メールまたは直接窓口でお申し込み

ください。各講座の詳細は彦根市ホームページで
ご確認ください。

　　　　 … 詳しくはお問い合わせください。

託児あり

託児あり

■ はじめてのパソコン教室・秋コース
　実用的なパソコンの基礎を一から楽しく学びます。
日時　10 月 1 日、同 15 日、11 月 5 日、同 19 日、

12 月 3 日、同 17 日、平成 31 年 1 月 7 日、同
21 日、2 月 4 日、同 18 日、3 月 4 日、同 18
日（いずれも月曜日 10：00 〜 12：00） 

対象　市内在住・在勤・在学のパソコン初心者
定員　12 人（先着順。6 人未満の場合開講しません）

費用　10,000 円（別途テキスト代 2,000 円が必要）

■ 育てエンジニア！親子ロボット教室・秋コース
レゴブロックでロボットを組み立て、簡単なプログラ

ミングで動かします。
日時　【クラス 1】10 月 13 日、11 月 10 日、12 月 8 日、

平成 31 年 1 月 12 日、2 月 9 日【クラス 2】10 月 27
日、11 月 24 日、12 月 22 日、平成 31 年 1 月 26 日、
2 月 23 日（いずれも土曜日 13：30 〜 15：30）

対象　市内の小学 4 〜 6 年生と保護者
定員　各クラス10組（申込者多数の場合は抽選で受講生を決定）

費用　5,000 円（全 5 回分）

申込期限　【クラス 1】9 月 29 日㈯【クラス 2】10 月
6 日㈯（いずれも必着）　※往復はがきの往信の裏面に①受
講希望クラス②名前・フリガナ（親子）③学校名・学年④
郵便番号⑤住所⑥電話番号⑦緊急時連絡先を、返信の表面
に①郵便番号②住所③氏名を書いてお申し込みください。

■ ウィズ市民企画講座 
2050 ひこねみらいトーキング！

30 年後の地域の姿や、安心して暮らすにはどう
すればいいかを一緒に考えます。 
日時　9 月 28 日㈮ 19：00 〜 20：30
定員　30 人（先着順）

費用　無料

■ ウィズ女性キャリアアップ支援セミナー
苦手・弱点から見つけよう！強みになる自分らしさ

簡単なワークと学びから、自分らしさを見つけま
しょう。
日時　9 月 22 日㈯ 13：30 〜 15：30
対象　「輝いていたい」「私らしくありたい」と考え

ている女性
費用　300 円　　定員　30 人（先着順）

内容　藍
あい

染め体験（女性はシルクのストール、男性は
麻ハンカチ）をします。体験を通じて会話を楽し
みながら、交流を深めます。

日時　10 月 14 日㈰ 13：00 〜（受付 12：30 〜）

場所　手おりの里　金剛苑（愛知郡愛荘町）

対象　彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町
に在住・在勤または将来移住する意思のある
20 〜 45 歳の独身の男女（学生は除く）

定員　24 人（男女各 12 人ずつ）

費用　男性 2,300 円、女性 2,000 円
申込期限　10 月 1 日㈪（応募多数の場合は抽選）

申込方法　ホームページ（http://kotokoi.net/）に必要
事項を入力して申し込んでください

（右の QR コードから申し込めます）。
持ち物　身分証明書（免許証、保険証など）

申込・問い合わせ先
　RunLand ㈱（1 市 4 町受託業者）

　☎・FAX0584-73-5123

KOTO 恋
湖東広域連携婚活応援事業

彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、
多賀町の1市 4町を舞台に順次婚活事
業を行います。

in 愛荘町

　　湖東で恋がしたいなら

男女共同参画センター「ウィズ」からのお知らせ

中
国
語
講
座
へ
の
誘い

ざ
な

い

〈
内
容
〉①
初
心
者
の
た
め
の
中
国

語
基
礎
講
座
②
中
級
者
の
た
め
の

中
国
語
強
化
講
座
（
各
全
３
回
）　

〈
日
時
〉
10
月
６
日
、
13
日
、
27
日

い
ず
れ
も
土
曜
日　

①
午
前
９
時

～
同
10
時
30
分
②
午
前
10
時
40
分

～
午
後
０
時
10
分　
〈
場
所
〉聖
泉

大
学
（
肥
田
町
）
４
０
１
教
室　
〈
対

象
〉
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

中
国
語
の
会
話
や
文
化
を
学
び
た

い
人　

 〈
定
員
〉
各
回
20
人
（
先
着

順
）　
〈
費
用
〉
千
円
（
別
途
資
料
代

が
必
要
）　
〈
申
込
期
限
〉
９
月
30
日

㈰　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
彦

根
市
日
中
友
好
協
会
事
務
局
（
北

村
さ
ん　

平
日
午
後
１
時
～
）
☎
０
９

０-

３
９
２
４-

２
９
９
８
番
、

kitakotetu@
gm

ail.com

　

※
電

話
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

星
空
教
室

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
大
銀
河

〈
内
容
〉
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
大
銀
河

を
学
び
ま
す
。
秋
の
夜
長
に
大
き

な
望
遠
鏡
で
探
訪
し
て
み
ま
せ
ん

か
。　
〈
日
時
〉10
月
12
日
㈮　

午

後
７
時
30
分
～
同
９
時　
〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）　

〈
対
象
〉
天
体
に
興
味
が
あ
る
人

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　 

〈
定

員
〉
30
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
３

０
０
円
（
幼
児
は
無
料
）　
〈
申
込
期

間
〉
９
月
29
日
㈯
～
10
月
10
日
㈬　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど

も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-
３
６
４
６
番　

※
電

話
か
、
直
接
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
雨
天
な
ど
の
場
合
は

中
止
。
午
後
４
時
以
降
に
開
催
の

有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

集
ま
れ
！
荒
神
っ
子
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉運
動
会
や
野
外
炊
事
な
ど

で
、
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。　
〈
日
時
〉
10
月
21
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　
〈
場
所
〉

荒
神
山
自
然
の
家
（
日
夏
町
）　

〈
対
象
〉
小
学
４
～
６
年
生　
〈
定

員
〉20
人
程
度（
先
着
順
。
参
加
者
が

10
人
未
満
の
場
合
は
実
施
し
ま
せ
ん
）　

〈
申
込
期
間
〉９
月
22
日
㈯
～
同
30

日
㈰
（
同
25
日
㈫
は
休
み
）　
〈
参
加

費
〉
千
円
（
野
外
ク
ッ
キ
ン
グ
材
料

費
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

荒
神
山
自
然
の
家
☎
28-

１
８

７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２

番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
後

日
詳
し
い
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

お
ひ
と
り
さ
ま
の
最
期

〈
内
容
〉
上
野
千
鶴
子
さ
ん
（
社
会

学
者
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
、

自
己
決
定
を
支
え
る
支
援
職
の
役

割
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。　
〈
日

時
〉
10
月
27
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
～
同
３
時
30
分　
〈
場
所
〉滋
賀

県
立
大
学
（
八
坂
町
）
Ａ
２-

２
０

２
室　
〈
定
員
〉
２
０
０
人
（
先
着

順
）　
〈
申
込
期
限
〉
９
月
27
日
㈭　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀
県

立
大
学
地
域
交
流
看
護
実
践
研
究

セ
ン
タ
ー
☎
28-

８
６
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

９
５
０
２
番
、

nurse@
ex.bw

.dream
.jp

　
※

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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催し物催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://bfmap.city.hikone.shiga.jp）

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

赤 ち ゃ ん サ ロ ン
10月9日㈫

10：00～11：30
（受付 9：45～10：00）

　 子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）
多 目 的 室

子育てに関する情報交換や保護者同士が出会える場です。
対象：2～6か月児と保護者　持ち物：バスタオル
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

市 立 図 書 館
（ 尾 　 末 　 町 ）

　 ☎22-0649
 FAX26-0300

10月13日㈯
14：00～14：30

絵 本 を 楽 し む
つ ど い

絵本の読み聞かせ、手遊びなど　テーマに沿って本を紹介します。
ひこね児童図書研究グループ

10月20日㈯
14：00～14：30

む か し ば な し を
聞 く つ ど い

昔話などを「語り」でします。　　　　　
彦根おはなしを語る会

市民の視点で図書館を考える
連続学習会（第2回）

10月13日㈯
13：30～15：00

テーマ：「図書館の機能を生かした支援サービスを考える」
講師：常世田良さん（立命館大学文学部教授）　定員：50人（先着順）
彦根の図書館を考える会（久木さん）☎28-0765

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）

湖東・湖北地域
障害者就職面接会

9月26日㈬
13：00～15：30
（受付 12：30～15：00）

彦根・長浜・東近江地域に就業場所がある事業所の担当者
から、仕事内容や福利厚生などの話を聞くことができます。
ハローワーク彦根☎22-2500、FAX26-5186

ビ バ シ テ ィ 彦 根
（ 竹 ケ 鼻 町 ）
ビ バ シ テ ィ ホ ー ル

10月6日㈯
14：00～14：30

楽しいおはなしの
つ ど い

絵本の読み聞かせ、大型絵本、手遊びなど
ひこね児童図書研究グループ

10月17日㈬
11：00～11：20

おひざでだっこの
お は な し 会

絵本、わらべうた、手遊び　　　　　
彦根の図書館を考える会

みずほ文化センター
（ 田 原 町 ）
練 習 室

10月20日㈯
14：00～

（開場13：30）

出演：【落語】桂寅之輔、笑福亭風喬
         【漫才】たらちね　【漫談】ベルサイユ
定員：80人（先着順）　費用：前売500円、当日600円（全席自由）
販売所：ビバシティ彦根、ひこね市文化プラザほか
みずほ文化センター☎43-8111、FAX43-8112

錦秋公演
みずほ寄席vol.28

みずほ文化センター
（ 田 原 町 ）
多 目 的 ホ ー ル

彦根市平和祈念式典 10月13日㈯
9：30～

戦没者の遺徳を偲び、哀悼の誠を捧げるとともに、平和で明
るい社会を目指して開催します。
彦根市平和祈念式典実行委員会（　社会福祉課内）
☎23-9590

特別公開
旧井伊神社本殿、
相の間および拝殿

10月6日㈯
10：00～15：00

井 伊 神 社
（ 古 沢 町 ）

職員が本殿などの説明をします。①10：30 ②13：00
※駐車場は東山観光駐車場をご利用ください。
　教育委員会文化財課☎26-5833、FAX26-5899

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

10月13日㈯
10：00～11：30

　男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」
（ 平 田 町 ）
軽 運 動 室

乳幼児用の滑り台・ジャングルジム・ブランコなどの遊
具をそろえ、「室内ゆうえんち」を開園します。
　男女共同参画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529

県立盲学校
理療科オープンスクール

11月13日㈫
9：35～12：35

県 立 盲 学 校
（ 西 今 町 ）

授業見学や臨床実習体験を行います。
申込方法：11月6日㈫までに電話でお申し込みください。
県立盲学校☎22-2321

▶啓発活動
　日時・場所

① 10 月 5 日㈮ 10：00 〜 11：30・ビバシティ
彦根（竹ケ鼻町）ビバシティホール周辺

②同 6 日㈯ 10：00 〜 12：00・同センタープラザ
内容　チラシ・ティッシュ配布、パネル展示、模型

触診体験など
▶講演会　『大切な人の「想い」とともに』
　日時　10 月 6 日㈯ 13：00 〜 14：00
　場所　ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）センタープラザ
　講師　清水健さん（元 読売テレビアナウンサー）

▶彦根城ピンクライトアップ
　日時　10 月 6 日㈯　18：00 〜 21：00
問い合わせ先　ピンクリボンひこね実行委員会事務局
　☎ 090-1509-1357

　10 月は

ピンクリボン月間です

　「乳がんで苦しむ人を一人でも減らした
い」との思いから、1980 年代にアメリ
カで始まったピンクリボン運動。日本でも
2000 年頃から広がり始め、10 月をピン
クリボン月間として乳がんの早期発見・早
期治療を啓発・推進する取り組みが全国で
実施されます。
　市でも、ピンクリボンひこね実行委員会
がさまざまな啓発を行います。

試験区分 人員 職 務 内 容 受験資格など 試験日・受付期間など

市職員を募集します

次の要件を全て満たす人
①昭和58年4月2日以降に生まれた人
②大学院修士課程または博士前期課程で
日本史学を専攻し修了した人（平成 31
年 3 月 31 日までに修了見込みの人を含む）
で、古文書の解読技術を有する人

③学芸員の資格を有する人（平成 31 年 3
月31日までに取得見込みの人を含む）

学芸員
（歴史学） 1人

彦根城博物館の学芸
員（主に日本近世史を
中心とした歴史を担当）

としての業務と関連
する行政事務　※彦
根城博物館以外の部
署へ異動する場合が
あります。

受付期間
9 月 14 日㈮～10 月 3
日㈬（土・日曜日、祝日は除く）
※郵送の場合は 10 月3
日㈬消印有効

試験日　10月13日㈯

受付期間
9 月 14 日㈮～10 月 5
日㈮（土・日曜日、祝日は除く）
※郵送の場合は10月 5
日㈮消印有効

試験日　10月21日㈰

上級一般
事務

（育児休業
代替任期付
職員※）

5人
程度

次のいずれかに該当する人
①平成8年4月1日までに生まれた人
②平成8年4月2日以降に生まれた人で、
大学（短期大学を除く）を卒業した人

一般行政事務

※育児休業代替任期付職員は、育児休業を取得する職員の代替として勤務する正規職員です。任期はおおむね１０か月以上３年
未満で、職員の育児休業期間に応じて設定されます。合格者の名簿登載期間は３年間です（その間、職員の育児休業が発生した場合
に採用について連絡をします）。職員の育児休業の取得状況によっては、名簿に登載されても採用されない場合があります。

受験申込書などの配布場所、申込・問い合わせ先　　人事課（彦根駅西口仮庁舎４階）☎30-6106、FAX22-1398

２級

３級

４級

団体受検料 助成対象者 (A) 助成対象者 (B)

4,900円

3,900円

2,200円

2,400円

1,700円

1,000円

2,500円

2,000円

1,200円

第
34
回
世
界
遺
産
検
定

内
容　

世
界
遺
産
を
学
ん
で
、

　

文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
16
日
㈰

　

２
級
：
午
後
２
時
30
分
、
３
級
：
午
後
0
時
30
分
、

　
４
級
：
午
前
10
時
40
分　

※
開
始
10
分
前
か
ら
説
明
を
行

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

場
所　

彦
根
商
工
会
議
所
（
中
央
町
）
４
階
会
議
室

対
象　

市
民
、
市
内
に
在
学
の
人
、
彦
根
商
工
会
議
所
会
員

事
業
所
に
勤
務
す
る
人　

受
検
料　

左
表
の
と
お
り
（
助
成
対
象
者
A
：
小
・
中
学
生　

助

成
対
象
者
B
：
高
校
生
・
大
学
生
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド　

A

・
B
以
外
は
団
体
受
検
料
）

申
込
期
限　

10
月
17
日
㈬
（
会
場
の

都
合
に
よ
り
、
期
限
前
に
申
込
を
締
め

切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
商
工

会
議
所
（
中
央
町
３-

８
）
☎
22-

４
５
５
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

２
７

３
０
番
、

sem
inar@

hikone-
cci.or.jp

※
申
込
書
に
受
検
料
を
添
え
て
彦

根
商
工
会
議
所
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

込
の
場
合
、
期
限
内
に
受
検
料

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
（
振
込
も

可
）。申
込
書
は
市
内
学
校
な
ど
で

配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.hikone-cci.or.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

世
界
を
知
り
、
教
養
を
高
め
よ
う
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図書館休館日
（10月）

1日㈪、8日（月・祝）、15日㈪
22日㈪、25日㈭、29日㈪

彦根市立図書館　
☎22-0649　FAX26-0300

10月

彦根市事業公社
☎23-4135　FAX23-4134

10月

※駐車場での駐車時間は、１か所当たり約30分間です。
※巡回日の10:00現在で、「暴風警報」または「特別警報」が
　　　　　　　発令されている場合は、巡回を中止します。

2日㈫

3日㈬

4日㈭

5日㈮

10日㈬

11日㈭

12日㈮

16日㈫

17日㈬

18日㈭

19日㈮

23日㈫

24日㈬

26日㈮

30日㈫

31日㈬

宮 田 町 山 田 神 社
ＪＡ東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館
太 平 団 地
市 民 交 流 セ ン タ ー
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟
清 崎 町 ば ん ば
Ｊ Ａ 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 町 公 民 館
亀 山 出 張 所
人 権 ・ 福 祉 交 流 会 館
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館
Ｊ Ａ 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）
平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門
稲 里 町 公 民 館
みずほ文化センター前駐車場
稲 枝 駅 前
千 鳥 ケ 丘 会 館 横
小 泉 町 公 民 館
平 田 町 明 照 寺 前
大 藪 町 農 業 倉 庫
後 三 条 会 館
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社
新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館
普 光 寺 町 （ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港 屋 駐 車 場 東
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野田山、三津、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁
目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目一部を含む）、松原一丁目、松原二丁目、
松原（四ッ川）、西今（松田団地）、平田（大沢）
野田山、海瀬、幸、三津屋、野瀬、西今、西今（伊庭団地）、
須越
里根、外、野田山、八坂、須越、西今、八坂東団地、
正法寺
地蔵、正法寺、小泉（開出）、山之脇、芹川（北）、宇尾、
竹ケ鼻、開出今（蔵の町団地）、八坂東団地、里根、外、
開出今
地蔵、地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、後三条（上）、
開出今、甘呂、岡、東沼波（サニー団地）、橋向、芹川
大橋、元岡、芹、安清、芹中、沼波、正法寺（太平団地）、
西沼波（東部）、甘呂、清崎（東・西・清崎団地）、八坂北、
地蔵
城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、
池州、正法寺（太平団地）、馬場一丁目、馬場二丁目、
長曽根、八坂北、開出今（1部）、日夏
小泉、中藪、戸賀、大藪、日夏、賀田山（大山・小山・茂賀・
小田部）

小泉、平田（南）、中藪、日夏、金沢（林・中下・長江）、田原、
金田、石寺（上・下）、上岡部、下岡部、出路
田附、東沼波、稲枝（西・東）、服部、金沢（金沢団地）、彦富、
肥田、稲部（南）、彦富（笹田団地）、野良田、金亀、元、船、
旭、佐和
上稲葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、稲部（稲部）、
金沢（金沢団地）、肥田（西肥田）、稲部（東）、鳥居本地区、
彦富（笹田団地を除く）
新海、南三ツ谷、甲崎、東沼波、西沼波、鳥居本地区、
古沢（佐和山東・佐和山西）、上西川、下西川、彦富、大東、
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第1部）、
中央（第2・3部）、新、立花
柳川、稲部（稲部）、稲里、平田（北・中・西）、長曽
根南、後三条（下）、東沼波、西沼波（本郷住宅）、大堀、
鳥居本地区、太堂、千尋、肥田（西肥田を除く）、古沢（東
山・松縄手・沢・駅東・三ノ丸）

錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、
鳥居本地区、楡、安食中、西沼波（出屋敷）、東沼波
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、
鳥居本地区、楡、安食中、西沼波（出屋敷）、東沼波
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、
大堀、極楽寺、辻堂、南川瀬、川瀬馬場
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、
大堀、極楽寺、辻堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、蓮台寺、堀、森堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、犬方、出、葛籠
高宮、広野、犬方、出、葛籠、法士
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16日㈫

17日㈬

18日㈭
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22日㈪

23日㈫

24日㈬

25日㈭
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29日㈪
30日㈫
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　今年は明治元年（1868 年）から 150 年の節目
の年です。今回は、日本がエネルギーとどのように
関わってきたのか紹介します。
■石炭利用の本格化
　日本では 1469 年、農民が枯葉を集めて火を点

つ

けたとき、地上の黒い岩が燃え出したことが「燃え
る石」、石炭の発見と伝えられています。
　イギリスでワットが蒸気機関を改良した際、石炭
は蒸気機関向けの燃料として注目され、鉄道や船舶
の燃料として大量に使用されることになりました。
■石油開発産業への取り組み
　石油ランプの輸入による灯油の需要増加と商品価
値の高まりを受け、国内の石油開発が始まりました。
　現在、石油は輸入に頼っていますが、日本書紀に
は現在の新潟県から「燃える水（石油）」が宮廷に献
上されたとする記述があり、古くから日本でも採取
されていたことが分かります。

■ガスと電気
　日本のガス事業の始まりは、横浜の馬車道のガ
ス灯です。ガス灯は「文明開化」の象徴として普
及していきましたが、ガス代は高く、庶民の家庭
では依然行

あんどん

灯やろうそくが使われていました。電気
は、1886 年に日本で最初の電力会社が開業しまし
たが、ガスと同様に料金は高額なものでした。
■その後のエネルギー
　明治維新後、日本のエネルギー使用量は大幅に増
加しました。地球温暖化問題対策への機運が高ま
り、再生可能エネルギーにかかわる施策が強化され
る中、限りあるエネルギーをより大切に使うことが
求められています。
※出典：経済産業省　資源エネルギー庁「平成 29

年度　エネルギーに関する年次報告」
問い合わせ先
　 生活環境課☎ 30-6116、FAX27-0395

低炭素社会推進トピックス‐ 日本のエネルギー利用の歴史 ‐

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。 https://bunpla.jp/

　【9月29日㈯9:00予約開始】 
　一般 　2,000円、友の会　1,800円
　※未就学児は入場いただけません。
　※託児サービスがあります（有料 /要予約）。

12月16日㈰14：00　グランドホール

第 2 1回

ひこね発！

手づくり第九演奏会

チ
　ケ
　ッ
　ト
　発
　売
　情
　報

　毎年恒例の第九演奏会が今年もやって来ます！お馴染みのベー
トーヴェン作曲「交響曲第 9 番ニ短調 ( 合唱付き )」に加え、髙
田三郎作曲の混声合唱組曲「水のいのち」にも挑戦します。
　毎週集まり、練習を重ねた合唱団員とオーケストラで演奏会を
大いに盛り上げます。一年の締めくくりに、ぜひお越しください。

【発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

9月の休館日　18日㈫、25日㈫

チケット販売について

◎表記のチケット価格は、全て税込価格です。

◎託児は、未就学児1人1,000円です。公演の10日前までにお申し
込みください。

自由

　（仮称）新市民体育センター建設に伴う発掘調査の成果を説明します。
日時　9 月 30 日㈰ 10：30（受付 10：00）※雨天決行
場所　福満遺跡（西今町、小泉町）

定員　100 人程度（先着順）

その他　帽子や飲み物などの暑さ対策を行い、動きやすい服装でお越しください。
問い合わせ先　（公財）滋賀県文化財保護協会☎ 077-548-9780（平日 8：30 〜

17：15）、☎ 090-1448-7688（当日 8：30 〜 12：00）

福
ふ く み つ

満遺跡
現地説明会

11 2018・9・15 102018・9・15

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。



相　　談　　名 日　　　時 場　　　　所 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

担当弁護士がすでに申込者と利害関係がある人の相談を受
けている場合などは、相談が受けられないことがあります
（予約制。10月17日㈬8：30から先着6人）。
相談料：１回（30分）5,400円（相談日にお支払いください）
※市内在住、在勤者に限定

10月26日㈮
13：00～16：00

滋賀弁護士会
法 律 相 談

10月19日㈮
13：00～16：00

相続・売買登記、土地の分筆・合筆、建物登記などの相談
に応じます（予約制。10月10日㈬ 8：30から先着6人）。
※市内在住、在勤者に限定

登　　　記
相　　談

表 示 登 記

　子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）

☎28-3645
FAX28-3646

子 育 て
アドバイス相談

10月11日㈭
10：30～12：00

乳幼児期の病気や体の心配事について、看護師が相談に
応じたり、アドバイスを行ったりします。

臨床発達心理士　
まちこさんの子育て相談

３歳～小学生の子どもの心身の発達や、その他子育てに関
する相談に臨床発達心理士が応じます（9 月 15 日㈯～10
月21日㈰に時間帯を選んで予約。先着3人。1人１時間程度）。

10月22日㈪
9：00～12：00

人権なんでも相談
いじめ、あらゆる差別など、人権に関する相談に人権擁護
委員が応じます。
大津地方法務局彦根支局☎22-0242

10月3日㈬
13：00～15：00

相 談 室
（彦根駅西口仮庁舎4階）

同17日㈬
13：00～15：00

稲 枝 支 所
（ 田 原 町 ）

労 働 法 律 相 談
職場での悩み事・仕事上困難な問題について、弁護士が相
談に応じます（予約制。9月19日㈬9：00から先着3人）。
※月曜日は休館日。月曜日が祝日の場合は翌日が休館日
☎26-7272、FAX26-7377

10月5日㈮
18：30～20：00

ひ こ ね 燦 ぱ れ す
（ 小 泉 町 ）

　まちづくり推進室
（彦根駅西口仮庁舎3階）
☎30-6117、
FAX22-1398

行政相談委員による
行 政 相 談

10月9日㈫
13：00～15：00

国・県・市などに対する苦情や意見・要望に関する相談に
応じます（30分程度）。　※市内在住、在勤者に限定

　ふ れ あ い の 館
( ハ 坂 町 )子 育 て 相 談 9月27日㈭

14：00～16：00

乳幼児、小学生を問わず、子どもの発達やその他の子育てに
関する悩みなど社会福祉士が相談に応じます（9月15日㈯～
同22日㈯までに時間帯を選んで予約。先着2人。1人1時間程度）。
　ふれあいの館☎25-4452、FAX47-5088

10月3日㈬
13：30～16：30

近畿税理士会税務相談センター
無 料 税 務 相 談

相 談 室
（彦根駅西口仮庁舎4階）

確定申告や医療費控除、相続税、贈与税など税全般に関する
相談です（内容によって相談を受けられない場合があります）。
※1人30分。電話による予約制（相談日前日まで受付。先着6人）。
　税務課市民税係☎30-6140、FAX22-1398
アルコールに関する問題について、本人や家族の相談に
精神科医師、保健師などが応じ、必要に応じて医療機関な
どの紹介・調整をします（予約制）。

ア ル コ ー ル 相 談 10月5日㈮
14：00～16：30 彦 根 保 健 所

（ 和 田 町 ）
    ☎21-0283
FAX26-754010月19日㈮

14：00～16：00

心の健康に不安を持つ本人や家族の相談に医師や保健師が
対応し、必要に応じて医学的指導、医療機関や施設の紹介
などをします（予約制）。

精神保健福祉相談

ひ こ ね 燦 ぱ れ す
（ 小 泉 町 ）

9月24日（月・振）
10：00～14：30

大阪大学法律相談部
秋季無料法律相談

相続、家族問題など民事一般の法律問題の相談に法律相談
部員（法学部生）が応じます（刑事事件、行政事件、税金問題、
調停中・調停後の事件、裁判中・裁判後の事件（訴状到達後の
事件を含む）、すでに弁護士が関与している事件は除きます）。
　まちづくり推進室☎30-6117、FAX22-1398

行政相談委員による
巡 回 行 政 相 談

10月16日㈫
13：00～15：00

亀 山 出 張 所
（ 賀 田 山 町 ）

国・県・市などに対する苦情や意見・要望に関する相談
に応じます。　※市内在住、在勤者に限定
　まちづくり推進室☎30-6117、FAX22-1398

行政書士無料相談会
相 続 手 続 相 談

10月12日㈮
13：00～15：00

相続に関する手続き（遺言書の作成、遺産分割に関すること
など）の相談に応じます（予約制。10月3日㈬８：30 から
先着8人）。　※市内在住、在勤者に限定

相続、登記、遺言書の書き方や道路交通など、国・県・市の
行政全般の相談に応じます。相談無料で秘密は守られます。
総務省滋賀行政監視行政相談センター☎077-523-1100

大学サテライト・プラザ彦根
（アル・プラザ彦根６階）

行政なんでも相談所
10月11日㈭

13：30～16：00
（受付 13：00～15：30）

暴力団にかかわる
巡 回 相 談 所

暴力団にかかわる交通事故の示談、債権取り立てなどの民
事問題など、弁護士や専門の相談員が相談に応じます。
（公財）滋賀県暴力団追放推進センター☎077-525-8930

9月20日㈭
13：00～16：00

市 民 会 館
（ 尾 末 町 ）
第 1 会 議 室

が ん 患 者 さ ん の
就 労 相 談 会

10月17日㈬
13：30～15：30

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
2階3ブロック奥相談室

がんになっても治療しながら働くための相談に、滋賀産業保
健総合支援センターの両立支援促進員が応じます（予約優先。
10月16日㈫までに予約。先着2～3人）。
市立病院がん相談支援センター☎22-6050（代表）

相　　談　　名 日　　　時 場　　　　所 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な　ど

女性、男性を問わず、心の悩み、夫婦・家族関係、職場の
人間関係（セクハラなど）、子どもに関することなど、さま
ざまな相談に応じます。

毎週水～金曜日
（祝日は除く）
13：00～16：00
（最終受付 15：30）

ウィズ相談室
総 合 相 談

　男女共同参画センター
「ウィズ」

（　福祉センター前）
相談専用ダイヤル
☎21-5757

専門相談は、総合相談を受けたあとで、必要な人のみ予約
できます。「法律相談」では弁護士が、「こころの悩み相談」
では臨床心理士が相談に応じます。　※「法律相談」は、
係争中の案件や担当弁護士と利害関係のある人の相談は受
付できない場合があります。

ウィズ相談室
専 門 相 談
（ 法 律 相 談 ）
（こころの悩み相談）

要予約

毎週火～土曜日
10：00～18：00

☎23-2008
（電話相談）

毎週火曜日
（祝日は除く）

10：00～14：00

市 民 交 流 セ ン タ ー
（ 里 根 町 ）

ひこね市民活動センター
市 民 活 動 ・
ボランティア相談

市民活動・ボランティアを始めてみたい、活動していて困っ
たことなどの相談に応じます。毎週火～土曜日は電話、
FAX、メールでの相談（ひこね市民活動センターにつながりま
す）、毎週火曜日は面談での相談（予約制）を受け付けます。
☎・FAX23-2008、　  hikone.cac@gmail.com

家族や地域のことなど、くらしの中のさまざまな心配ごと、
悩みごとの相談に応じます。　
彦根市社会福祉協議会☎22-0294（相談専用電話）

毎週水・金曜日
（第2水曜日・祝日は除く）
13：00～16：00

心 配 ご と 相 談 所 　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

交 通 事 故 相 談
毎週火・木曜日
  9：00～12：00
13：00～16：00

湖 東 合 同 庁 舎 ２ 階
（ 　 元 　 町 　 ）

被害者・加害者を問わず、専門の相談員が相談に応じます。
電話による相談にも応じます（祝日を除く月～金曜日）。
県立交通事故相談所彦根分室☎27-2230

　北老人福祉センター
（馬 場 一 丁 目）

偶数月の第2水曜日
（祝日は除く）

13：00～16：00

　南老人福祉センター
（ 田 原 町 ）

奇数月の第2水曜日
（祝日は除く）

13：00～16：00

心 配 ご と 相 談 所
出 張 相 談 所

ニートやひきこもりなど社会生活に困難を抱えている子ど
も・若者（おおむね39歳まで）やその家族が抱える問題を、
支援機関などが連携して解決に向けて相談に応じます。ま
ずはお電話ください。

子ども・若者総合相談
毎週月～金曜日
（祝日は除く）
  9：00～12：00
13：00～17：00

子ども・若者総合相談センター
（ 　 福 祉 セ ン タ ー ）

☎47-3001
FAX26-1768

いじめによる悩み、ご相談ください。教育現場の経験者や
専門員が相談に応じます。本人・友人・家族など、どなた
からでもいじめ相談を受け付けます（彦根市ホームページか
らメールでのいじめ相談も受け付けています）。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
9：00～17：00

い じ め 相 談
ほ っ と ラ イ ン

　学校支援・いじめ対策室
☎24-7977
（相談専用電話）

悩みを抱える子どもからの相談、子育てで悩んでいる保
護者や家族からの相談に応じます（電話相談）。

毎週月・水曜日（祝日は除く）
14：00～17：00

子どもと親の悩みの
相 談 電 話

　 教  育  研  究  所
☎23-7867

（相談専用電話）

逓 信 サ ロ ン 毎週火･木曜日(祝日は除く)
11：00～16：00

逓 信 舎 １ 階
（ 河 原 二 丁 目 ）

☎20-9366

「人とのコミュニケーションが苦手」など、生きづらさを
抱えて悩んでいる若者向けのサロンです。卓上ゲームやお
しゃべりをする中で、一緒にこれからのことを考えてみま
せんか。※サロン開所時間以外は　子ども・若者課（☎
49-2251）にお問い合わせください。

てい しん

多重債務問題や架空請求への対処、悪質商法の被害、ク－
リング・オフの方法など、消費生活や契約のトラブルに関
する相談に応じます。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
  9：00～12：00
13：00～16：15

消 費 生 活 相 談
　 生 活 環 境 課
消 費 生 活 セ ン タ ー
（彦根駅西口仮庁舎3階）

☎30-6144

子どものことをはじめとする家庭内の悩み（育児不安、児
童虐待、ドメスティック・バイオレンスなど）について、相
談に応じます。

子ども・家庭相談
毎週月～金曜日
（祝日は除く）
8：30～17：15

　 家 庭 児 童 相 談 室
（ 　 福 祉 セ ン タ ー ）

☎23-7838
FAX26-1768

多言語（中国語、韓国語、英語、フィリピノ語、ポルトガル語、
ベトナム語）でさまざまな人権問題についての相談を受け付
ける相談電話です。電話は大津地方法務局につながります。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
9：00～17：00

多 言 語 に よ る
人 権 相 談

☎0570-090-911
（相談専用電話）

さまざまな人権問題についての相談を受け付ける相談電
話です。電話は最寄りの法務局につながります。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
8：30～17：15

全国共通人権相談ダイヤル
みんなの人権110番

☎0570-003-110
（相談専用電話）

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
  8：30～12：00
13：00～17：15

　 発達支援センター
（旧　子ども療育センター）

☎26-8282

発達（障がい）相談
発達に関して心配がある人、発達障がいのある人やその心
配がある人、またはその家族などの相談に応じます（予約
制）。電話か直接窓口でお申し込みください。

こ と ば の 相 談
発音など、言葉に関して心配がある小学校入学までの子ど
もと、その家族の相談に応じます（予約制）。電話か直接
窓口でお申し込みください。

13 2018・9・15

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

122018・9・15

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。



1 0 月 の 乳 幼 児 健 康 診 査
　
子育てに関する相談に保健師、
栄養士が応じます。
日時　10月9日㈫・同30日㈫
　　　9：30～11：00
場所　くすのきセンター1階
　　※栄養士に相談できる日は、
　　　10月30日㈫です。
持ち物　母子健康手帳

～１日２回食に進めましょう～
　栄養士の話、離乳食の試食など
　※参加は1人1回限りです。
日時　10月5日㈮
　　　10：00～11：30
　　　（受付9：45～10：00）
場所　くすのきセンター2階
対象　市内に住民登録のある７～
　　８か月児とその保護者
持ち物　母子健康手帳

※個人通知はありませ
んので「すくすく手
帳」で内容・持ち物
をご確認ください。

※１歳６か月児健診は、
仕上げみがき用歯ブ
ラシをお持ちくださ
い。

※２歳６か月児健診は、
問診票に「ささやき
声検査」の結果をご
記入ください。

※３歳６か月児健診で
は、検尿があります。
朝一番の尿を、きれ
いに洗ったビンなど
に入れてお持ちくだ
さい。

※対象児の生年月日をご確認の
　うえ、お越しください。
※該当月に来られない場合は、
　ご連絡ください。

乳幼児個別相談

離 乳 食 教 室

健 診 名 実施日 対　　象

場　　所　くすのきセンター1階

４ か 月 児

10か月児

１歳６か月児

２歳６か月児

３歳６か月児

受付時間　12 ： 45～14 ： 00

平成30年 30月 日～ 月 日生

平成29年

平成29年

平成30年

6 6

16日㈫

23日㈫

10日㈬

17日㈬

12日㈮

19日㈮

11日㈭

25日㈭

15日㈪

22日㈪

16

31月 日～ 月 日生16

月 日～ 月 日生　16 6 15

月 日～　1 月 日生12 15

平成28年

平成28年

月

31月 日～ 月 日生

月 日～3 月 日生　1

　1

月

3

3

平成29年 月 日～3 日生3

15

16

月 日～3 日生　1平成27年 3 15

平成29年 月月 日～3 16 3 31

3

月 日～3 日生平成27年 3 3116 月

日生

15

12

12 12 　

らくらく禁 煙 相 談

島
村
紗さ

羅ら

ち
ゃ
ん

（
平
田
町
）

小
西
悠ゆ

月づ
き

ち
ゃ
ん

（
南
川
瀬
町
）

吉
井
優ゆ

う

介す
け

ち
ゃ
ん

（
中
藪
町
）

※特に記載のないとき、事前申込は不要、費用は無料です。

常習的な喫煙は、ニコチン依存に陥りやすくなります。
「たばこのない新しい生活」「たばこのない新しい自

分」に出会うための一歩を応援します。
日時　10月10日㈬
　　　9：00〜、10：00〜、11：00〜
場所　くすのきセンター２階
定員　３人（各時間１人、予約制）

内容
●たばこへの依存度が分かる検査
　肺の汚れ度チェック（呼気中の一酸化炭素の濃度測定）

　たばこの依存度チェック（尿中ニコチン濃度検査）

●たばこのやめ方についてのアドバイス

●●● 子どもの定期予防接種のお知らせ ●●●

　予防接種は、病気に対する抵抗力をつけ、発病を予
防するために大切なものです。母子健康手帳などで接
種の記録を確認し、予防接種の説明書をよく読んで、
接種を受けてください。

対象　接種当日、彦根市に住民登録のある子ども
実施方法　予約制（指定医療機関に直接お申し込みください）

　※指定医療機関は、個人に送付している案内や彦根
市ホームページなどでご確認ください。

接種費用　無料　※対象年齢内に接種できなかった場
合は、有料になります。

予防接種名 回数・望ましい間隔

四種混合（ジフテリア・
百日咳・破傷風・不活化
ポリオ）

20～56日 までの間隔で３回接種
生後３か月から７歳６か月を迎える日の
前日まで １期初回の３回目の接種日から１年

～１年半後に１回接種

Hib（ヒブ）感染症

小児の肺炎球菌感染症

１回から4回接種
（接種開始月年齢により異なります。
対象月齢になったら、すぐに接種し
ましょう。）

▶日本脳炎の予防接種について
海外渡航などの理由で、早期に受けたい場合は、　健康推進課に相談してください。生後6か月から接種を受
けることができます。
▶市外の医療機関（県内）で接種を希望する場合
滋賀県予防接種広域化事業により、市外（県内）で予防接種を受ける場合は、事前に　健康推進課で申請が必要
です（申請がないと接種できません）。

対象年齢

1歳を迎える日の前日までBCG １回接種

就学前1年間（保育園・幼稚園の年長に相当する期間）２期

１歳から２歳を迎える日の前日まで1期麻しん・風しん
（MR）混合

初回接種後、6～12か月の間隔をあける。追加
１歳から3歳を迎える日の前日まで

初回水痘
（みずぼうそう）

各１回接種

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

2期 小学6年生（11歳以上13歳未満）

日本脳炎
※特例措置があります。
詳しくは彦根市ホームペ
ージをご確認ください。

６～28日までの間隔で２回接種

１期初回の２回目の接種日から
おおむね１年後に１回接種

3歳から７歳６か月を迎える日の前日まで
（事前に申し出があれば、生後６か月から可能）

１期
初回

１期
追加

１回接種２期

ヒトパピローマ
ウイルス感染症
（子宮頸がん予防）

小学6年生から高校1年生
に相当する年齢の女性

3回接種（間隔は接種ワクチンによ
り異なります）

ヒトパピローマウイルス感染症
の予防接種は、現在、彦根市で
は積極的に勧めていません。

生後2か月から5歳を迎える日の前日まで

B型肝炎 1歳を迎える日の前日まで

3回接種
【２回目】１回目の接種から27日以
上間隔をあける。

【３回目】１回目の接種から139日
（約20週）以上間隔をあける。

１期
初回

１期
追加

小学4年生（9歳以上13歳未満）

脳の健康チェック
タッチパネルでかんたんに！

　もの忘れの可能性に気づくための機械（タッチパネ
ル）で、脳の健康チェックをしてみませんか。
日時　10 月 16 日㈫　10：00 〜 11：00、
　　　11：00 〜 12：00（1 人 5 分程度）

場所　稲枝地区公民館（本庄町）　
対象　40 歳以上の人
定員　各回 10 人（予約制）　　費用　無料
申込・問い合わせ先　彦根市認知症 HOT サポートセ

ンター☎ 30-9601、FAX26-2500（平日 9：00
〜 17：00）　※電話か FAX で、①氏名②年齢③連絡
先④希望する時間帯を伝えて申し込んでください。

彦根市に「暴風警報」が
10：30時点で発令された
場合、乳幼児健康診査は中
止になります。「特別警報」
の場合、発令時刻や特別警
報の種類に関わらず中止と
なります。

15 2018・9・15

  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

142018・9・15

  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870



市内の小・中学生のジュニアボランティアが 6
月から準備してきた、子どもたちによる子どもたち
のためのイベントです。小さい子どもから中学生ま
でを対象に、楽しく遊べるコーナーがいっぱいです。

日時　10 月 7 日㈰　10:00 〜 14:30
場所　 子どもセンター（日夏町）

内容
▶おばけやしき、ミニ運動会
▶クラフトコーナー
▶歌や演奏、バルーンアート
▶発電、アート、グラウンドゴルフの体験コーナー
▶天文台公開　など
※整理券が必要なコー
　ナーがあります。

対象　中学生以下
その他
　　前日（6 日㈯）は 15:00 に閉館します。当日の

開館時間は 10：00 〜 14:30 です。当日に遊
具の貸出、図書の貸出・返却はできません。

問い合わせ先
　 子どもセンター
　☎ 28-3645、FAX28-3646

2018 彦根市
子どもフェスティバル

日時　9月 29 日㈯ 11：00 ～ 18：00
　　　（雨天決行、荒天中止）
場所　滋賀県護国神社境内（尾末町）

　地元の飲食店が、近江食材を使った、ここでしか食べられない料理を提供するイベントです。
◆キリンビールと地元飲食店のコラボ
　近隣に工場があるキリンビールやクラフトビールに合う料理を、地元の飲食店が提供。
　ビールと近江美食のマリアージュ（組み合わせ）が楽しめます。
◆湖東エリアの美食材を使ったご当地ハイボール & カクテル
　多数のコンテストに入賞のバーテンダーが、
　近江の食材を使ったイベント限定のカクテルを提供。
◆近江食材を楽しめるフードカーやイベントが盛りだくさん！
　鮎のつかみ取りなど、家族で楽しめるイベントもあります。
※駐車場はありませんので、車での来場はご遠慮ください。

問い合わせ先
  近江ツーリズムボード（彦根商工会議所 3 階）☎ 22-5580、 info@oh-mi.org

近江美食ガーデン

前売りチケット発売中1,800 円（200 円× 10 枚つづり）販売場所：彦根商工会議所、各出店店舗

＼ 前日までの購入で 200 円お得！／

　性別に関わらず誰もが個性と能力を発揮できる
社会の実現と、職場でのワーク・ライフ・バラン
スの推進をテーマに、講演会、パネルディスカッ
ションを行い、市長と市内の代表企業がイクボス

（※）宣言を行います。

日時　9 月 29 日㈯ 
　　　13：00 〜 15：00（開場 12：30）

場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）エコーホール
定員　300 人（先着順）

▶講演会
　講師　安藤哲也さん（NPO 法人

ファザーリング・ジャパン代表理事）

▶パネルディスカッション
▶市長と市内代表企業がイクボス

宣言
申込期限　9 月 21 日㈮
託児　あり（0歳〜就学前まで。9月21日㈮までに要予約)

その他　手話通訳、要約筆記があります。
申込・問い合わせ先　 企画課☎ 30-6101、

FAX22-1398、 danjo@ma.city.hikone.shiga.
jp　※電話、FAX、メールか直接窓口でお申し
込みください。

※イクボス：部下などの育児や介護、ワーク・ラ
イフ・バランスなどに配慮や理解のある上司

女性活躍
　　 推進フォーラム

〒 522-8501  滋賀県彦根市元町４番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹ 、 FAX 0749-22-1398、ホームページ　http://www.city.hikone.shiga.jp/
彦根市では、点字および音声版広報ひこね（編集版）を発行しています。問い合わせ先： 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767
また、外国語版（英語、中国語、ポルトガル語）の広報ひこね（編集版）も発行しています。問い合わせ先： 人権政策課☎ 30-6113、FAX24-8577
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